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社会福祉法人　八雲会

厚生園短期入所生活介護施設

重要事項説明書


当施設は、介護保険の指定を受けています。

（北海道指定　　第０１７１５００３２５号

　当施設は、ご利用者に対して指定短期入所生活介護サービスを提供します。施設の概要や提供されるサービス内容、利用上のご注意いただきたいことを次のとおり説明します。

1． 事業者の概要
　（１）法人名　　　　社会福祉法人　八雲会

　（２）法人所在地　　二海郡八雲町大新４７番地４

　（３）電話番号　　　０１３７－６３－３１０１

　（４）代表者氏名　　理事長　佐々木　洋二
　（５）設立年月日　　昭和５６年１１月２６日

　（６）敷　地　　　　１３,２１６.12㎡

　（７）建　物　　　　鉄筋コンクリート造り　４１９.66㎡

　　（８）交通機関　　　ＪＲ八雲駅よりハイヤーにて５分

２．施設の概要

（1） 施設の種類　厚生園短期入所生活介護施設

· 当施設は、特別養護老人ホーム厚生園に併設されています。

　　（２）目　的　社会福祉法人八雲会が開設する厚生園短期入所生活介護事業所は、要介護状態又は要支援状態にある高齢者で短期入所生活介護を利用する者が、可能な限り居宅での日常生活を営むことができる様、短期入所生活介護従業者による、入浴、食事等のお世話や訓練を行うことにより、利用者の身体機能の維持向上に努め並びに利用者の家族の身体精神的介護負担の軽減を図ることを目的とする。

（３）名　称　　厚生園短期入所生活介護施設
　　（４）所在地　　二海郡八雲町大新４７番地４

　　（５）電話番号　０１３７－６３－３１０１

　　（６）管理者　　施設長　下川部　和康
　　（７）運営方針　①　事業所の従事者は、利用者の意志及び人格を尊重し、常に利用者の立場に充分配慮しながらサービスの提供に努めるもとする。

②　事業の実施に当たっては、地域や家族との結びつきを重視し、関係する市町村・居宅介護支援事業者やその他の保健医療サービス等を提供する者と密接な連携をとりながら、必要な援助の実施に努めるものとする。

　　（８）開設年月日　昭和５８年７月１日

　　（９）利用定員　　１７人

　　（１０）営業日及び営業時間

　　　　　　　①　営業日　　　　年中無休

　　　　　　　②　受付時間　　　２４時間体制（夜間　電話０１３７－６３－３１０１）

３．居室の概要

（１）居室の概要

　　　　　　　当施設では、以下の居室・設備をご用意しております。


　入居される居室は、個室又は、２人部屋ですが、個室への入居を希望される場合は、その旨お申し出ください。（ただし、ご利用者の心身の状況や個室の空き状況により、ご希望に沿えない場合もあります。）
	居室の種類
	室　数
	備　　考

	個室（１人部屋）
	９室
	

	２人部屋
	４室
	


（２）利用に当って別途利用料金をご負担いただく滞在費、施設・設備

	室料・光熱水費・食材料費・調理費相当額


※　上記は、介護保険の基準サービスとならないため、ご利用の際は、ご契約者に別途利用料金をご負担いただきます。

４．職員の配置状況

	職　　　種
	員　　　数
	備　　　考

	１．管理者（施設長）
	１名（兼務）
	

	２．生活相談員
	１名（兼務）
	

	３．看護職員
	１名（兼務）
	

	４．介護職員
	６名以上（兼務）
	

	５．医師
	１名（嘱託）
	

	６．栄養士
	１名（兼務）
	

	８．機能訓練指導員
	１名（兼務）
	

	９．事務員
	１名（兼務）
	


５．当施設が提供するサービスと利用料金

　　　当施設では、利用者に対して以下のサービスを提供します。

　　　　当施設が提供するサービスについて

	（1） 利用料金が介護保険から給付される場合　　

　（２）利用料金の全額を負担いただく場合


　　　　　　　があります。

　　（１）当施設が提供する基準介護サービス

　　　　　以下のサービスについては、滞在費、食費を除き通常9割又は8割が介護保険から給付されます。

　　　＜サービスの概要＞

　　　　①　居室の提供

②　食事

　　　　　　・当施設では、栄養士の立てる献立表により、栄養並びに利用者の身体の状況及び嗜好を考慮した食事を提供します。

　　　　　　・利用者の自立支援ため離床して食堂にて食事をとっていただくことを原則としています。

　　　　　　（食事時間）

　　　　　　　　　　朝食　７時３０分～　　昼食　１２時～　　夕食　１７時～

　　　　③　入浴

　　　　　　・入浴又は清拭を週２回行います

　　　　　　・寝たきりでも機械浴槽を使用して入浴することができます。

　　　　④　排泄


・排泄の自立を促すため、利用者の身体機能を最大限活用した援助を行います。

　　　　⑤　健康管理

　　　　　　・医師や看護職員が健康管理を行います。

　　　　⑥　機能訓練

　　　　　　・看護職員等が心身機能に合わせて必要な生活リハビリや訓練を行います。

　　　　⑦　レクリェーション

· 介護職員等により楽しみながら生きがい活動を行います。

　　　　⑧　その他自立への支援

　　　　　　・寝たきり防止のため、できる限り離床に配意します。

　　　　　　・生活リズムを考え、毎朝夕の着替えを行うよう配慮します。

　　　　　　・清潔で快適な生活が送れるよう、適切な整容が行われるよう援助します。

　　　＜サービス利用料金＞（１日あたり）

　　　　　下記の料金表によって、利用者の要介護度に応じたサービス利用料金から介護保険給付額を除いた金額（自己負担額）と滞在費・食費の合計金額をお支払い下さい。

　　　　（サービスの利用料金は、利用者の要介護度に応じて異なります。）

　　　　　　サービス利用料金（１日あたり）

	本人の要介護度
	要支援1
	要支援2
	要介護度１
	要介護度２
	要介護度３
	要介護度４
	要介護度５

	１要介護度サービス利用料
	４，５１０円
	５，６１０円
	６，０３０円
	６，７２０円
	７，４５０円
	８，１５０円
	８，８４０円

	２介護保険から給付される金額
	４，０５９円
	５，０４９円
	５，４２７円
	６，０４８円
	６，７０５円
	７，３３５円
	７，９５６円

	３サービス利用に係る自己負担額
	４５１円
	５６１円
	６０３円
	６７２円
	７４５円
	８１５円
	８８４円


· 利用者がまだ要介護認定を受けていない場合には、サービス利用料金の全額をいったんお支払いいただきます。要支援又は要介護の認定を受けた後、自己負担額を除く金額が介護保険から払い戻されます（償還払い）。また、居宅サービス計画が作成されていない場合も償還払いとなります。償還払いとなる場合、利用者が保険給付の申請を行うために必要となる事項を記載した「サービス提供証明書」を交付します。

· 介護保険からの給付額に変更があった場合、変更された額に合わせて、利用者の負担額を変更します。

（2） 介護保険の給付対象とならない対象外サービス

ア　居住費　（滞在費）

　　　料金　1日当り　　 910円

イ　食　費

　　　　　　料金　1日当り　　1,545円

· 負担限度額認定を受けている場合には、認定書に記載している負担限度額とします。

　　　ウ　特別行事食

行事に参加した方は、特別行事食として、次の金額を負担していただきます。

	4月
	お好みセレクト食
	300円
	10月
	にぎり寿司の日
	400円

	5月
	運動会弁当
	400円
	11月
	紅葉の集い(バイキング食)
	400円

	6月
	八雲祭り
	400円
	12月
	年忘れの会
	400円

	7月
	納涼の集い(バイキング食)
	400円
	1月
	新年を祝う会(元旦)
	600円

	8月
	お盆献立
	300円
	2月
	桃の集い(バイキング食)
	400円

	9月
	長寿を祝う会
	700円
	3月
	ひな祭り
	300円


エ　理　容

　　　月に１回理髪サービスをご利用いただけます。

　　　　総合調髪　　２,８００円

オ　その他

　　　上記料金にないものについては、その都度協議させていただきます。

☆　経済状況の著しい変化その他やむを得ない事由がある場合、相当な額に変更することがあります。その場合、事前に変更する事由について、変更を行う２ヶ月前までにご説明します。

（3）利用料金のお支払い方法

前記（１）、（２）の料金・費用は、サービス利用終了後に、利用期間分の合計金額をお支払い下さい。


ア．窓口での現金支払

イ．下記指定口座への振り込み

北洋銀行　　　八雲支店　普通預金0253042

口座名義人　　社会福祉法人　八雲会

特別養護老人ホーム厚生園
　　　　　ウ．金融機関口座からの自動引き落とし

　　　　　　　ご利用できる金融機関：北洋銀行
（4）利用の中止、変更、追加

○　利用予定期間の前に、利用者の都合により、短期入所生活介護サービスの利用を中止又は変更、もしくは新たなサービスの利用を追加することができます。

この場合にはサービス実施日前日までに事業者に申し出下さい。

６．併設事業

当施設では、次の事業を併設しております。

　特別養護老人ホーム

７．苦情の受付

当施設における苦情やご相談を受け付けます。

○苦情受付窓口（担当者）　生活相談員課長　田中　泉

　　　　　・受付時間　　　毎週月曜日～金曜日　　8：30～17：30

　　　○苦情解決責任者　　　　 総合施設長　下川部　和康

　　　〇第三者委員　　　　　　 評　議　員　安井　敏文
　　　　　　 　　　　　　　住所 八雲町山崎142-1　TEL 090-9752-4925
保護司・評議員　森　美智子
住所 八雲町東町222-16　TEL 090-4871-7511

○　八雲町　保健福祉課介護保険係　八雲町栄町１３―１　電話６４―２１１１

○　北海道国民健康保険団体連合会

札幌市中央区南２条西１４丁目　　電話０１１―２３１－５１６１

８．サービスの第三者評価
　　提供しているサービスの内容や課題等についての第三者評価は当施設では行っており

ません。

９．サービス提供の流れ

　　　利用者に対する具体的なサービス内容やサービス提供方針については、「居宅サービス計画（ケアプラン）」がある場合は、その内容を踏まえ、入所後に作成する｢短期入所生活介護計画｣に定めます。

１０．サービス提供における事業者の義務

当施設は、利用者に対してサービスを提供するにあたって、次のことを守ります。

	1 利用者の生命、身体、財産の安全・確保に配慮します。

2 利用者の体調、健康状態からみて必要な場合には、医師、看護職員と連携のうえ、利用者から聴取、確認します。

3 火災、地震等の非常災害に関して、具体的な計画を立て定期的に消火、避難及び救出その他必要な訓練を行います。

4 利用者に提供したサービスについて記録を作成し、２年間保管するとともに利用者または代理人の請求に応じて閲覧していただきます。

5 利用者に対する身体的拘束その他行動を制限する行為を行いません。

ただし、利用者または他の利用者等の生命、身体を保護するため等緊急やむをえない場合には、身体等を拘束する場合があります。

6 事業者及びサービス従事者または職員は、サービスを提供するにあたって知り得た利用者又はご家族などに関する事項を正当な理由なく、第三者に漏洩しません。

ただし、利用者に緊急な医療上の必要性がある場合には、医療機関等に利用者の心身等の情報を提供します。




１１．サービス利用に関する留意事項

当施設ご利用にあたって、サービスを利用されている利用者の快適性、安全性を確保するため、下記の事項をお守り下さい。

（1） 施設・設備の使用上の注意

○　居室及び共用施設、敷地をその本来の用途に従って利用して下さい。

○　故意に、またはわずかな注意を払えば避けられたにもかかわらず、施設、設備を壊したり、汚したりした場合には、利用者の自己負担により原状に復していただくか、又は、相当の代価をお支払いいただく場合があります。

○　利用者に対するサービスの実施及び安全衛生等の管理上の必要があると認められる場合には、利用者の居室内に立ち入り、必要な措置をとることができるものとします。ただし、その場合、ご本人のプライバシー等の保護について、十分な配意を行います。

○　当施設の職員や他の入居者に対し、迷惑を及ぼすような宗教活動、政治活動、営利活動を行うことはできません。

（2） 喫　煙

○　施設内の喫煙スペース以外での喫煙はできません。

○　居室内の喫煙は防災上の理由から、固くお断りしています。

１２．サービス利用中の医療

サービス利用中に医療を必要とする場合には、医師又は看護師と連携し、かかりつけ医院等の他、次の医療機関において診療や入院治療を受けることができます。

・八雲総合病院

１３．サービス利用をやめる場合

入居期間中は、以下のような事由がない限り、継続してサービスを利用することができますが、仮にこのような事項に該当するに至った場合には、入居が終了します。

	1 利用者が死亡した場合

2 事業者が解散した場合、破産した場合又はやむを得ない事由により事業所を閉鎖した場合

3 施設の滅失や重大な毀損により、利用者に対するサービスの提供が不可能になった場合

4 当事業所が介護保険の指定を取り消された場合又は指定を辞退した場合

5 利用者から解約の申し出があった場合

6 事業者から解約を申し出た場合




（１）利用者からの解約の申し出

入居期間中であっても、以下の場合には利用者から利用の解約をすることができます。

	1 介護保険対象外のサービスの利用料金の変更に同意できない場合

2 施設の運営規程の変更に同意できない場合

3 利用者が入院された場合

4 利用者の「居宅サービス計画(ケアプラン)」が変更された場合

5 事業者もしくはサービス従事者が正当な理由なく短期入所生活介護サービスを実施しない場合

6 事業者もしくはサービス従事者が守秘義務に違反した場合

7 事業者もしくはサービス従事者が故意又は過失によりご利用者の身体・財物・信用等を傷つけ、又は著しい不信行為、その他重大な事情が認められる場合

8 他の利用者が利用者の身体・財物・信用等を傷つける恐れがある場合において、事業者が適切な対応をとらない場合


（２）事業者からの解除の申し出

　　　　以下の事項に該当する場合には入所の解除をさせていただくことがあります。

	1 利用者が、入居時にその心身状況及び病歴等の重要事項について、故意にこれを告げず、又は不実の告知をおこない、その結果、入居を継続しがたい重大な事情を生じさせた場合

2 利用者による、サービス利用料金の支払いが３ヶ月間遅延し、事業者からの催告にもかかわらず、これが支払われない場合

3 利用者が、故意又は重大な過失により事業者又はサービス従事者もしくは他の利用者等の生命・身体・財物・信用等を傷つけ、又は著しい不信行為をおこなう等によって、入所を継続しがたい重大な事情を生じさせた場合




１４．緊急時および事故発生時の対応について

緊急時および事故発生時にあたっては、ご利用者の主治医又は事業者の協力医療機関への連絡を行い、医師の指示に従います。

緊急時および事故発生時にあたっては、すみやかに当該市町村および入居者の家族へ連絡をとります。

当事業者の提供する短期入所生活介護サービスにおいて事故が発生し、当事業所の責にその原因を認められる損害賠償については速やかに対応します。

令和　　年　　月　　日

厚生園短期入所生活介護サービスの提供の開始に際し、本書面に基づき重要事項の説明を行いました。

厚生園短期入所生活介護施設

　　　　　説明者職名　　生活相談員　　　　　　　氏名　　　田　中　　泉　

私は、本書面に基づいて事業者から重要事項の説明を受け、厚生園短期入所生活介護サービスの提供開始に同意しました。

利用者住所　　　　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代筆者　　　　　　　　　　  　
